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安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
静
岡
市
駿
河
区
丸
子
地
区
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
丸
子
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、「
安
心
し
て
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、平
成
23
年
4
月
に
任
意
団
体
と
し
て
発
足
し
た
。

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
平
成
27
年
12
月

に
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

　
同
協
議
会
は
、
自
治
会
連
合
会
や
地
区
社
協
、
消

防
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
公
的
組
織
や
、
地
元
の
商
店

や
企
業
、
個
人
サ
ー
ク
ル
団
体
な
ど
約
80
団
体
で
構

成
し
、
福
祉
を
は
じ
め
、
観
光
、
交
通
、
防
災
、
防

犯
、
環
境
、
体
育
、
社
会
教
育
、
広
報
の
９
つ
の
部

会
を
立
ち
上
げ
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
る
。

　
福
祉
部
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
介
護
予
防
な

ど
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
の
取
り
組
み
や
、
移
動
が

困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
し
た
通
院
の
移

動
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
丸
子
地
区
の
地
域
特
性
と
移
動
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、理
事
長
の
近
藤
武
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
協
議
会
が
活
動
す
る
丸
子
地
区
は
、
高
齢
化

率
が
36
％
と
高
く
、
50
％
を
超
え
る
集
落
も
点
在
す

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
で
す
。ま
た
、

三
方
を
山
で
囲
ま
れ
、唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
1
号
線
に
沿
っ
て
東
西
の
交
通
が
分
断
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
と
く
に
過
疎
化
が
進
む
西
側
の
地
域

で
は
主
な
交
通
手
段
で
あ
る
バ
ス
の
停
留
所
ま
で
遠

く
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
と
っ
て
は
外
出
が
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
24
年
か
ら
福

祉
車
両
を
購
入
し
て
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
通

院
の
移
動
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
利
用

者
が
増
加
し
て
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
て
通
院
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た
買
い
物

支
援
に
も
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

移
動
支
援
を
通
し
て

社
会
か
ら
の
孤
立
を
防
止

　
こ
の
移
動
支
援
の
取
り
組
み
は
、
平
成
28
年
度
の

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
通

院
、
買
い
物
支
援
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
障

害
者
等
が
社
会
か
ら
孤
立
せ
ず
、
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
通

院
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
②
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
③

事
業
説
明
会
・
研
修
会
・
事
業
報
告
な
ど
を
実
施
し
た
。

移
動
支
援
を
通
じ
て

高
齢
者
と
障
害
者
の
外
出
を
支
え
る

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）が
行
う
社

会
福
祉
振
興
助
成
事
業（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）は
、
国
庫
補
助

金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
地
域
の
つ

な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意

工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に
対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
丸
子
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

静
岡
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

丸ま

り

こ子
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

 WAM から ひと言
　市内の多様な組織により構成される協議会
形式のNPOとして、各組織が把握している
地域課題を集約し、事業活動に活かしている
点を高く評価しました。さらに住民アンケー
トの実施により地域ニーズの顕在化を図った
ことで利用者が増え、外出することへの抵抗
感が減り、孤立防止につながりました。
　また、団体の組織力や介護事業所との連携
による運転ボランティアの質の向上を図る取
り組みにより、市の交通弱者対策として、「交
通弱者助成事業」のモデル地域に選ばれるな
どの波及効果もあり、今後も事業展開が期待
されます。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

john
wampdfスタンプ



15 ●WAMー2018.7

　
移
動
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
説
明
会

を
開
催
し
、
参
加
し
た
各
自
治
会
長
や
民
生
委
員
、

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、
支
援
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
に
移
動
支
援
を
周
知
し
た
ほ
か
、
案

内
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
利
用
を
呼
び
か
け
た
。

　
通
院
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
体
制
は
、
同
協
議
会

が
所
有
す
る
福
祉
車
両
と
、
リ
ー
ス
契
約
し
た
福
祉

車
両
を
加
え
た
2
台
を
稼
動
さ
せ
て
お
り
、
土
日
・

祝
日
を
除
く
8
～
17
時
ま
で
の
時
間
帯
に
、
運
転
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
利
用
者
の
自
宅
と
医
療
機
関
ま
で
の

送
迎
を
行
っ
て
い
る
。
原
則
、
通
院
支
援
の
対
象
は

市
内
の
医
療
機
関
と
し
、
診
療
所
を
あ
わ
せ
る
と
15

カ
所
以
上
に
な
る
た
め
、
個
別
対
応
を
基
本
と
し
て

い
る
。

　
通
院
支
援
の
手
続
き
か
ら
利
用
ま
で
の
流
れ
に
つ

い
て
、
専
務
理
事
・
事
務
局
長
の
三
国
俊
一
氏
は
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
登
録
制
の
た
め
、
ま
ず
は
利
用
者
に
登
録
を
し
て

も
ら
い
、
通
院
す
る
医
療
機
関
名
や
日
時
、
連
絡
先

な
ど
を
事
務
局
に
伝
え
て
も
ら
い
ま
す
。
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
は
利
用
者
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
十
分
に

配
慮
し
な
が
ら
、
依
頼
内
容
を
も
と
に
大
ま
か
な
運

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
、
毎
月
末
に
開
催
す
る

『
運
行
計
画
会
議
』
の
場
で
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
予

定
を
確
認
し
な
が
ら
、
翌
月
の
シ
フ
ト
や
担
当
者
を

決
め
て
い
き
ま
す
。
原
則
と
し
て
1
カ
月
前
の
通
院

予
定
を
伝
え
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
急
な
通
院
予

定
が
入
っ
た
際
に
も
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
運
転
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
個
別
に
連
絡
を
と
り
、
柔
軟
に
対
応

し
て
い
ま
す
」。

研
修
会
を
開
催
し

移
動
支
援
に
必
要
な
知
識
を
習
得

　
通
院
支
援
を
強
化
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
多
く
の
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
既
存
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
が
声
を
か
け
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
10
人
の
運
転
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て

は
、
事
故
や
利
用
者
へ
の
対
応
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

な
い
よ
う
研
修
会
を
開
催
し
、
介
護
施
設
を
運
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
の
協
力
を
受
け
、
福
祉
車
両
の
運

転
や
車
い
す
な
ど
の
福
祉
用
具
の
取
扱
い
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
必
要
な
配
慮
、
対
応
に
つ
い

て
学
ん
で
も
ら
っ
た
。

　
助
成
期
間
中
の
通
院
支
援
の
利
用
実
績
（
平
成
28

年
4
月
～
29
年
2
月
）
は
、
稼
働
日
数
１
８
６
日
、

稼
動
回
数
４
２
０
回
で
、利
用
者
数
は
42
人
に
達
し
、

前
年
度
（
25
人
）
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
。
通
院
支

援
に
よ
り
利
用
者
と
家
族
の
肉
体
的
、
精
神
的
、
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す

認定 NPO 法人 丸子まちづくり協議会
高齢者、障がい者の通院、買い物支援事業

平成 28 年度事業

助成額
218 万 7 千円

【事業概要】
高齢化が進行する地域で公共交通機関による移動が困難な高齢者や障がい
者に対し、運転ボランティアによる通院や買い物の移動支援を行うことに
より、社会から孤立せず、地域で安心して生活できることを支援する事業

【実施内容】
◆通院サポート事業
移動が困難な高齢者や障
がい者等の通院サポート
を行い、利用者・家族の
肉体的、精神的、経済的
な負担軽減を図る

◆買い物サポート事業
日常生活で必要な買い物
や金融機関への移動支援を行うとともに、
ひきこもりがちな高齢者や障がい者が外出
するきっかけをつくり、地域住民との交流
につなげる

◆事業説明会、研修会、事業報告
事業を円滑に進めるために、自治会や関係
機関への事業説明会を開催するほか、運転
ボランティアを対象に利用者への対応や福
祉用具の取扱いなどの研修会を実施

【成果】
◆�通院支援の稼動実績は稼働日数 186 日、
稼動回数 420 回に達し、利用者数は 42
人で前年度の25人から大幅に増加

◆�買い物支援の稼動実績は運行日数 44 日
（運行回数 56回）、利用者数は延べ 171
人にのぼった。定期的に外出することで生
活リズムが整ったほか、会話の機会が増え
たことにより孤立の防止につながった

移動支援が地域に必要
不可欠なサービスとし
て浸透し、地域のなか
で住民同士が互いに支
えあう必要性について
理解を深めることにつ
ながった

事業概要

買い物サポート事業では、買い物にと
どまらず、外出のきっかけづくりや地
域交流を促すことを目的にした

通院支援で利用者の降車をサポート
するボランティアの様子
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る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　
利
用
者
の
年
齢
層
は
70
～
80
歳
代
の
女
性
が
多

く
、
自
宅
で
暮
ら
す
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
の

入
居
者
が
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

買
い
物
支
援
を
通
じ
て

外
出
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を
促
す

　
買
い
物
支
援
は
、
移
動
困
難
者
が
多
く
在
住
す
る

丸
子
地
区
の
15
自
治
会
の
う
ち
、
希
望
の
あ
っ
た
8

自
治
会
を
対
象
に
実
施
し
た
。
日
常
生
活
で
必
要
と

な
る
買
い
物
や
金
融
機
関
な
ど
へ
の
移
動
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
や
障
害

者
が
外
出
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
や
地
域
住
民
と
の

交
流
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
買
い
物
支
援
の
実
施
体
制
は
、
通
院
支
援
と
は
別

に
リ
ー
ス
契
約
し
た
7
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
を
用

い
、
基
本
的
に
週
1
回
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
た
。
自
治

会
ご
と
に
実
施
す
る
曜
日
を
設
け
、
公
民
館
な
ど
の

集
合
場
所
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
ス
ー
パ
ー
や
銀

行
、
郵
便
局
、
学
校
な
ど
が
徒
歩
圏
内
に
集
中
す

る
地
域
へ
送
迎
し
て
い
る
。

　
買
い
物
支
援
の
利
用
実
績
（
平
成
28
年
7
月
～

29
年
2
月
）は
、運
行
日
数
44
日（
運
行
回
数
56
回
）

で
、
延
べ
利
用
者
数
は
１
７
１
人
に
の
ぼ
っ
た
。

　「
当
初
、
買
い
物
支
援
は
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
す

る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
そ
う
す
る
と
外
出
や

人
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
ひ
き
こ
も
り

の
要
因
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
移
動
支
援

に
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
実
際
に
利
用

者
は
会
話
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
お

り
、
毎
回
お
し
ゃ
れ
を
し
て
利
用
す
る
人
た
ち
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
外
出
す
る
こ
と

で
生
活
リ
ズ
ム
が
整
い
、
気
分
が
明
る
く
な
る
な

ど
、
健
康
面
で
も
よ
い
影
響
が
出
て
い
ま
す
」（
三

国
専
務
理
事
）。

地
域
で
支
え
あ
う
こ
と
へ
の

住
民
の
理
解
が
深
ま
る　

助
成
事
業
の
成
果
に

つ
い
て
近
藤
理
事
長
は
、

移
動
支
援
の
利
用
者
が

大
幅
に
増
え
る
な
ど
地

域
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
浸
透
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
が

地
域
に
必
要
な
支
援
に

つ
い
て
自
発
的
に
考
え

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
あ
げ
る
。

　「
正
直
、
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
こ
ん
な
に
も
集
ま
っ
て
く
れ
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
行
政
の
支
援
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
住
民
同
士
が
支
え
あ
い
、
地
域
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
や
仕
組
み
を
作
り
出
し
て
い
く
必
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
え
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
成
果
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
を
通
じ
て
、
独
居

高
齢
者
や
老
老
介
護
な
ど
の
世
帯
環
境
を
知
り
得
た

こ
と
で
、
生
活
の
困
り
ご
と
を
把
握
し
、
対
応
で
き

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
自
宅
の
電
球
の
取
り
替
え
や
庭

の
草
取
り
が
困
難
な
利
用
者
の
手
伝
い
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
い
ま
し
た
。
独
居
高
齢
者
が
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
か
を
知
る
こ
と
で
、
意
識
的
に
見
守
り
を

す
る
な
ど
住
民
同
士
で
支
え
あ
う
こ
と
が
自
然
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
近
藤
理
事
長
）。

通院支援の事務フローイメージ
新規利用者既利用者

事務局

通院運送

利用希望
内容連絡確認

運転ボランティア
運行計画会議（月末）

受　診

利用者基本台帳
・氏名
・住所
・電話番号
・病院名

月間運行予定表
・利用希望日時
・病院名

車両と運転ボランティ
アのマッチング（調整）

月間運行配車計画
（ちゃー丸1号・2号）
・運転ボランティア
・利用希望

自治会
回覧チラシ

希望日時等
変更連絡

【運転ボランティア】
【利用者】

通院支援利用
リーフレット

受診後の
次回予約表
・利用希望日時

利用方法
支援事業の説明
利用者基本情報確認

月間運行予定表
・利用希望日時
・病院名

利用者基本台帳作成
・氏名
・住所→ゼンリン地図確認
・電話番号
・病院名

・希望者家族
・自治会長
・ete

・自宅と病院間の時間目安表作成
・病院の送迎時間の連絡
・希望前日の電話確認
・希望変更時の運転ボランティア確認

※利用希望で調整が
　困難時の対応

毎月末に開催する運行計画会議では、参
加した運転ボランティアの予定を確認し
ながら翌月の運行シフトを決めていく

運転ボランティアを対象にした研修会で
は、介護施設の専門職を講師に福祉用具
の操作方法や高齢者と障害者の対応につ
いて学んだ
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さ
ら
に
、
波
及
効
果
と

し
て
助
成
事
業
で
実
施
し

た
移
動
支
援
と
同
様
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
自

治
会
等
が
視
察
に
訪
れ
た
り
、
静
岡
市
社
協
が
主
催

し
た
移
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
の
講
師

の
依
頼
を
受
け
、
利
用
者
の
集
め
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
な
ど
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
い
る
。

安
定
的
な
事
業
運
営
に
向
け

有
償
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
を
構
想

　
同
協
議
会
は
、
平
成
29
、
30
年
度
も
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成

を
活
用
し
て
通
院
の
移
動
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
は
、
28
年
9
月
に
静
岡
市
交

通
政
策
課
の
「
交
通
弱
者
助
成
事
業
」
の
モ
デ
ル
地

域
に
丸
子
地
区
が
採
択
さ
れ
、
同
協
議
会
が
30
年
度

末
ま
で
の
運
営
を
委
託
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
交
通

弱
者
助
成
事
業
」
に
移
行
し
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
助
成
事
業
終
了
後
も
移
動
支
援
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
運
営
費
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
有

償
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
有
償
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
す
る
た
め
に
は
、
自
治

体
が
設
置
す
る
運
営
協
議
会
で
の
協
議
を
経
て
、
福

祉
有
償
運
送
業
者
の
指

定
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
が
、
運
営
協

議
会
か
ら
は
事
前
に
タ

ク
シ
ー
業
界
の
内
諾
を

受
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
タ
ク
シ
ー
業
界
と
は
話
し
あ
い
の
場
を
設
け
、

事
業
の
必
要
性
を
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
必

要
な
取
り
組
み
と
し
て
理
解
し
て
も
ら
え
て
い
る
も

の
の
、
例
外
的
に
認
め
て
活
動
が
他
地
域
に
波
及
す

る
こ
と
で
タ
ク
シ
ー
業
界
に
影
響
が
出
る
こ
と
を
懸

念
さ
れ
、
同
意
を
得
る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
同
時
に
行
政
に
対
し
て
も
働
き
か
け
て
い
ま

す
が
、
丸
子
地
区
よ
り
も
移
動
支
援
が
必
要
な
地
域

も
あ
る
な
か
で
、
行
政
が
主
導
し
て
当
該
地
区
の
支

援
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
」（
近
藤
理

事
長
）。

　
今
後
は
有
償
サ
ー
ビ
ス
へ

の
移
行
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
今
年
度
末
に
終
了
す
る

静
岡
市
の
「
生
活
弱
者
助
成

事
業
」
の
動
向
を
見
据
え
、

安
定
的
に
事
業
を
継
続
す
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、

移
動
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
な
か
、
同
協
議
会
の
取
り

組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　WAM 助成を活用して、高齢者や障害
者の移動支援に取り組みましたが、移動
支援は事業が継続できなくなると、利用
者の生活に影響しますし、団体・組織の
信用問題にもかかわります。地域住民に
地域で支えあうことは難しいと思われて
しまうと、地域の力自体が落ちてしまう
ので、移動支援を考えている団体があれば、事業を継続するために
はある程度の青写真を描いておくことが重要だと思います。
　また、運転ボランティアについては、定年退職した男性が中心と
なっていますが、どんなに地域を支えたい気持ちがあったとしても、
数年経つと運転が危険な世代に差しかかります。安全面からみても、
比較的時間の融通が利く主婦など女性ボランティアを増やしていく
必要があると考えています。

認定NPO法人 丸子まちづくり協議会

理事長  近藤   武氏

移動支援は事業継続を重要

●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

〒421－ 0103　静岡市駿河区丸子 3 －7－9
T E L：054－259－2311　　FA X： 054－260－6467
U R L：http://mariko-mk.com/
設　立：平成 26 年 1 月（前身団体設立：平成 23 年 4 月）
理事長：近藤　武

◆団体概要

寄付金のお願い
当機構では
　寄付金を募集しています
 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応 援 よ ろ し く お 願 い し ま す！

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
事 務 所 に は 利 用 者 の ス ケ
ジュールを管理するスタッフ
を配置。急な依頼の際にも個
別に運転ボランティアと連絡
をとり、柔軟に対応した

認定NPO法人
丸子まちづくり協議会
専務理事・事務局長
三国  俊一氏
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